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朝晩は涼しいですが、日中だんだんと蒸し暑くなってきました。また、季節の変

わり目で体調を崩しやすい季節です。気温が低くても、暑さに慣れていないと、身
体機能自体が汗を十分にかけないため、熱中症になりやすいです。そのため、熱中
症発生数がこの時期から多くなります。暑熱順化や衣服の調整、水分補給、汗をこ
まめに拭くことを適宜行いましょう。 

  

 ５月２４日（火）に予定されていた歯科検診は延期になりました。２学期以降で日程を調整しま

すので、決まり次第連絡します。また、６月１０日（金）に整形外科検診、６月２２日（水）に眼科

検診が予定されていますのでご確認ください。 

 

歯・口のおはなし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の保健目標 歯を大切にしよう！ 

 

歯みがきコップの汚れ 

 歯みがき用のコップは、水を入れているだけなのであまり汚れていないよ

うに思われがちですが、底やまわりには意外と汚れがついているものです。

きれいに歯を磨いても、汚れたコップの水ですすいでは本末転倒。 

 コップの汚れを防ぐには、使用後に毎回洗い、底に水がたまらないように

しっかりと乾燥させることが大切です。 

動物の歯の違い 

 哺乳類の多くは、一生で一度だけ生え替わる「二生歯性」ですが、ウサギ

のように一度も生え替わらない一生歯性もいます。サメのように何度も生え

替わる多生歯性の動物もいます。ヒトは、サメのように何度も生えてこない

ため、永久歯を失うと二度と生えてくることはありません。毎日の歯みがき

を丁寧に行って、１本１本を大切にしましょう。 

マスクと歯の健康 

 マスクを着用していると、無意識に口呼吸になりがちです。これは、息苦

しさのためというのが大きいとは思いますが、この口呼吸は、虫歯を増やす

原因となります。口呼吸をしていると、唾液の分泌が減少します。唾液は、

抗菌作用や自浄作用があるのですが、その働きが十分に発揮されません。コ

ロナ禍で人との会話が減ることで唾液の分泌も減っているそうです。 

 



 

 

参考文献：東山書房2022.6月「健康教室」、厚労省熱中症対策リーフレット、全薬ヘルスビュー

ティーショップ、すが歯科HP 

      

暑さに慣れていないことや、湿度が高いことなど…真夏ではなくても、熱中症の

危険性があります！十分に気をつけていきましょう！ 


